
 

   

    

 

  

           
 

      
 

   

       
 

   

           

           

           

         

 

 

          
 

           

           

           

           

           

     
 

     

   
  

  
 

   

           

           

  
 

        

           

     
 

     

 

 本にまつわるナントカ賞  その２ 
 今回は、出版社が主催する公募型の文学賞を紹介します。いずれも人気作家、人気作を輩出している

賞ですから、皆さんも聞いたことがあるのでないでしょうか。 

『小説すばる新人賞』 
集英社が発行する雑誌「小説すばる」が募集する賞。未

発表のエンターテインメント作品を募集しており、これ

まで村山由佳、荻原浩、朝井リョウなど数々の人気作家

を輩出している。 

 『このミステリーがすごい！大賞』 
宝島社が主催している。渾身の一作を世に問いたいという

人や、自分の作品に書評家からアドバイスを受けてみたいと

いう人を、読者・書評家と結びつける賞。 

通称、「このミス」。背表紙の「このミス大賞」が目印。 

青井高校図書館だより 

 

2022 年 ９月 No.４ 

１学期のできごと 
◎５月１２日（木）、弘済会様より図書の寄贈をいただき、

学校図書館にて贈呈式が行われました。 

◎栄えある第１回チャンプ本には、 

矢野先生が紹介した、『秘密』東野圭吾/著  

が選ばれました。 

◎７月 6日（水）、先生たちによる 

第１回ビブリオバトルが開催されました。 

【ビブリオバトルで紹介された本】 

『それをお金で買いますかー至上主義の限界』 

                     by和田先生 

『嫌われる勇気』 by柄澤先生 

『きっと明日はいい日になる』 by大場先生 

『おいしいごはんが食べられますように』 

ｂy岡野先生 

『秘密』 by矢野先生      

先生イチオシの

本による熱戦！ 
 

参考:小説すばる HP,このミステリーがすごい！大賞 HP  

第２２回小説すばる新人賞受賞 

『桐島、部活やめるってよ』 

朝井リョウ/著 

第８回このミステリーがすご

い！大賞受賞 

『さよなら、ドビュッシー』 

中山七里/著 

 ９月は、「仕事、職業」をテーマに展示をしています。 

気になる、あの仕事、この仕事の真実に迫ります！ 

幼い頃からキリンが好き。 

だから、キリンの学者になった。 

そして、まさかの大発見！ 

キリンの解剖シーンは圧巻です。 

世界一有名なネズミの「中の人」がついに登場！

あのテーマパークの裏側を覗けます。プロフェッ

ショナルな仕事に感動！ 

自分の人生を自分で作るために、

今何を考えればいいのか分かる本

です。迷ったら、ぜひ。 

コミカルで、時にシュール。 

介護の仕事は楽しそう？！ 

 

誰もがお世話になっている、ごみ

収集。さて、誰がやっているの？

ごみの出し方、変えなきゃ！ 

深い森に分け入って行くような、知れば

知るほど面白い言葉の世界。辞書はこん

な方が作っています。リアル『舟を編む』。 

自動車整備士、通訳、調理師、新聞

配達員、詐欺師、ユーチューバー、

ニート・・・。 

どれも絶滅するらしいです。 

 

僕が、総理の妻を 

支えます！ 

 


